
 

 

［成果情報名］水稲「にこまる」の玄米外観品質に優れ収量を確保する穂肥１回目窒素施肥量推

定法 

［要約］水稲「にこまる」は穂肥２回目に窒素 2kg/10a 施肥する場合、㎡当籾数と㎡当穂数

は穂肥１回目窒素施肥量と幼穂形成期頃の㎡当茎数と葉色値から推測でき、幼穂形成期頃

の生育に応じた玄米外観品質に優れ収量を確保する穂肥１回目窒素施肥量を推定できる。 
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［作成年度］2014 年度 
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［背景・ねらい］ 

水稲「にこまる」は従来の主力品種である「ヒノヒカリ」と比べ高温登熟性に優れるこ

とから 2005 年に長崎県奨励品種に採用され、県内平坦部に普及してきた。 

しかし、「にこまる」は充実不足や未熟粒発生により玄米外観品質低下がみられる。 

そこで、水稲「にこまる」の籾数、穂数と穂肥１回目窒素施肥量、幼穂形成期頃の生育

量との関係を明らかにし、玄米外観品質に優れ収量を確保する㎡当籾数と㎡当穂数（2014

年ながさき普及技術情報）を用いて生育に応じた穂肥１回目窒素施肥量を推定する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

 水稲「にこまる」は穂肥２回目に窒素 2kg/10a 施肥する場合、以下の特徴を有する。 

 

１．穂肥１回目窒素施肥量が増えると㎡当籾数は増加し、幼穂形成期頃の㎡当茎数が多い

と㎡当籾数は有意に多く、葉色値が高いと㎡当籾数は多い傾向にある。また、穂肥１回

目窒素施肥量が増えると㎡当穂数は増加し、幼穂形成期頃の㎡当茎数が多いと㎡当穂数

は多い（図１）。 

 

２．農林技術開発センター所内水田において㎡当籾数は穂肥１回目窒素施肥量、幼穂形成

期頃の㎡当茎数と葉色値によって、㎡当穂数は窒素施肥量と㎡当茎数による有意な回帰

式で表される（表１）。これらの回帰式は佐世保市現地水田でも誤差が小さく適合する

（図２）。 

 

３．穂肥１回目窒素施肥量と幼穂形成期頃の生育量の回帰式を用い、㎡当籾数 26,500 粒未

満、㎡当穂数 363 本未満となる穂肥１回目窒素施肥量上限値をそれぞれ推定しいずれか

小さい値とすることで、玄米外観品質に優れ収量を確保する穂肥１回目窒素施肥量を推

定できる（表２）。また、穂肥１回目窒素施肥量は幼穂形成期頃の㎡当茎数 250～500 本、

葉色値 28～36 の範囲で 1～3kg/10a となる（表２-c）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．農林技術開発センターは６月３～５半旬、佐世保市現地は６月４半旬移植、幼穂形成

期頃の生育量は穂肥１回目施肥前に計測、穂肥１回目は最長茎幼穂長約 2mm 時に、穂肥

２回目は穂肥１回目施肥後約８日に窒素 2kg/10a 施肥した結果である。 

２．葉色値は最長茎の展開葉上位２葉葉身を M 社製 SPAD-502 で測定した値である。 



 

 

［具体的データ］ 
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図１ 水稲「にこまる」６月移植における幼穂形成期頃の㎡当茎数、葉色値と㎡当籾数、㎡当茎数と㎡当穂数
注)試験は場所;農林技術開発センター所内水田,年次;2012-14年。図中記号は***;0.1%,**;1%,*;5%水準で有意な相関があることを表す。
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表１ 水稲「にこまる」の穂肥１回目窒素施肥量と幼穂形成期頃の生育量から推測する㎡当籾数、㎡当穂数の推測式

従属変数

X x1 x2 x3

㎡当籾数 窒素施用量 (kg/10a) ㎡当茎数 (本) 葉色値 X=11.51x 1
 +0.1231x 2+1.165x 3+145.37 0.733 ***

㎡当穂数 窒素施用量 (kg/10a) ㎡当茎数 (本) - X=5.356x 1
2+0.2512x 2        +225.73 0.722 ***

独立変数
推測式

注)表中記号は***;0.1%水準で有意な回帰であることを表す。

r2

図２ 水稲「にこまる」の幼穂形成期頃の生育から推測する㎡当籾数、㎡当穂数の推測精度

注)試験場所･年次は諫早市;図１に同じ、
佐世保市;佐世保市岳野町現地水田,2011,
2013-14年。図中直線は実測値=推測値、図
中記号RMSE(平均二乗誤差)は実測値と推測
値の平均誤差を表す。佐世保市は諫早市の
幼穂形成期頃の生育量の範囲内の標本を用
いた。
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表２ 水稲「にこまる」の幼穂形成期頃の生育と穂肥１回目窒素施肥量の推定
(a)㎡当籾数26,500粒未満となる窒素施肥量上限値 (b)㎡当穂数363本未満となる窒素施肥量上限値

250 300 350 400 450 500 250 300 350 400 450 500
28 4 4 3 3 2 2 28 3 3 3 2 2 1
30 4 4 3 3 2 2 30 3 3 3 2 2 1
32 4 3 3 2 2 1 32 3 3 3 2 2 1
34 4 3 3 2 2 1 34 3 3 3 2 2 1
36 4 3 3 2 1 1 36 3 3 3 2 2 1

(c)玄米外観品質に優れ収量を確保する穂肥１回目窒素施肥量

250 300 350 400 450 500
28 3 3 3 2 2 1
30 3 3 3 2 2 1
32 3 3 3 2 2 1
34 3 3 3 2 2 1
36 3 3 3 2 1 1

注)表中数値は穂肥１回目窒素施肥量(kg/10a)を表す。(c)の窒素
施用量は(a)と(b)窒素施用量のいずれか小さい値とした。(c)の生
育量と窒素施肥量から推定する㎡当籾数(×100)最低値は243。

葉色値
(SPAD)

㎡当茎数(本) 葉色
値

㎡当茎数(本)

葉色値
(SPAD)

㎡当茎数(本)


